
■■デイサービス LUPIN 斑鳩 ( 半日型・1 日型 )デイサービス LUPIN 斑鳩 ( 半日型・1 日型 )　　　　　　体験利用受付中！体験利用受付中！

■デイサービス LUPIN 勢野 (1 日型※半日型応相談 )デイサービス LUPIN 勢野 (1 日型※半日型応相談 )　　　　　　体験利用受付中！体験利用受付中！

■ヘルパーステーション LUPIN 三郷ヘルパーステーション LUPIN 三郷　　　　　　新規利用相談受付中！新規利用相談受付中！

■グループホーム LUPIN 平群グループホーム LUPIN 平群　　　　　　入居申込受付中！入居申込受付中！

有限会社 LUPIN( るーぴん ) は、奈良県生駒郡三郷町・斑鳩町・平群町で有限会社 LUPIN( るーぴん ) は、奈良県生駒郡三郷町・斑鳩町・平群町で

デイサービス・ヘルパーステーション・グループホームを運営しています。デイサービス・ヘルパーステーション・グループホームを運営しています。

在宅サービスや入所サービスをご検討の方はご相談ください。在宅サービスや入所サービスをご検討の方はご相談ください。
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XBB.1 対応コロナワクチン、秋接種から導入へ／厚労省XBB.1 対応コロナワクチン、秋接種から導入へ／厚労省

 ( ケアネット 2023.6.20 配信 )( ケアネット 2023.6.20 配信 )

事業所情報事業所情報

★最新介護医療情報★★最新介護医療情報★

　厚生労働省は 6 月 16 日に厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会を開催し、　厚生労働省は 6 月 16 日に厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会を開催し、2023 年度秋冬2023 年度秋冬

の接種に使用する新型コロナワクチンについて、XBB.1 系統を含有する 1 価ワクチンを用いるこの接種に使用する新型コロナワクチンについて、XBB.1 系統を含有する 1 価ワクチンを用いるこ

とが妥当であるという方針を示した 1）とが妥当であるという方針を示した 1）。現在の主流であるオミクロン株 XBB.1 系統に対して、現。現在の主流であるオミクロン株 XBB.1 系統に対して、現

行の BA.4/5 対応 2 価ワクチンでは中和抗体価の上昇が低く、移行しつつある主流流行株に対して行の BA.4/5 対応 2 価ワクチンでは中和抗体価の上昇が低く、移行しつつある主流流行株に対して

より高い中和抗体価を誘導するためには、最も抗原性が一致したワクチンを選択することが適切でより高い中和抗体価を誘導するためには、最も抗原性が一致したワクチンを選択することが適切で

あるという。あるという。

　6 月 16 日に国立感染症研究所が公表した、民間検査機関の検体に基づくゲノムサーベイランス　6 月 16 日に国立感染症研究所が公表した、民間検査機関の検体に基づくゲノムサーベイランス

による系統別検出状況によると、XBB.1.16（25.13％）、XBB.1.9.1（7.04％）、FL.4（XBB.1.9.1による系統別検出状況によると、XBB.1.16（25.13％）、XBB.1.9.1（7.04％）、FL.4（XBB.1.9.1

の下位系統、5.53％）といった、いずれも XBB.1 系統が上位 3 位を占めている 2）。今秋以降もの下位系統、5.53％）といった、いずれも XBB.1 系統が上位 3 位を占めている 2）。今秋以降も

XBB 系統の流行が続くことが想定され、XBB.1 系統内におけるさまざまな変異体の抗原性の差はXBB 系統の流行が続くことが想定され、XBB.1 系統内におけるさまざまな変異体の抗原性の差は

小さいことがこれまでの調査で確認されていることから、本会議では XBB.1 系統を含むワクチン小さいことがこれまでの調査で確認されていることから、本会議では XBB.1 系統を含むワクチン

を用いることが妥当とされた。を用いることが妥当とされた。

　また、従来株成分の必要性については、免疫刷り込み現象を理由として従来株成分を排除すべき状　また、従来株成分の必要性については、免疫刷り込み現象を理由として従来株成分を排除すべき状

況ではないものの、現時点では、今後にわたり、従来株を含める必要性はないため、新たなワクチンは況ではないものの、現時点では、今後にわたり、従来株を含める必要性はないため、新たなワクチンは

XBB.1 系統に対する 1 価でよいという見解が示されている。なお、今年度春開始の重症化リスクがXBB.1 系統に対する 1 価でよいという見解が示されている。なお、今年度春開始の重症化リスクが

高い者に対する接種では、重症化予防の観点から現在入手可能な既存の 2 価ワクチンを用いて引き高い者に対する接種では、重症化予防の観点から現在入手可能な既存の 2 価ワクチンを用いて引き

続き実施される。続き実施される。

　XBB.1 系統を含むワクチンに関する知見は限られているが、製薬企業から提出されたマウスを用　XBB.1 系統を含むワクチンに関する知見は限られているが、製薬企業から提出されたマウスを用

いた非臨床試験によると、XBB.1.5 の成分を含む 1 価ワクチンは、追加接種として、既存の 2 価ワいた非臨床試験によると、XBB.1.5 の成分を含む 1 価ワクチンは、追加接種として、既存の 2 価ワ

クチンと比較して、XBB.1.5 に対する中和抗体価が約 4 倍高かったという。クチンと比較して、XBB.1.5 に対する中和抗体価が約 4 倍高かったという。

　今後のコロナワクチン接種について XBB 系統の使用を推奨する動きは、世界保健機関（WHO）　今後のコロナワクチン接種について XBB 系統の使用を推奨する動きは、世界保健機関（WHO）

3）や、欧州医薬品庁（EMA）/ 欧州疾病予防管理センター（ECDC）4）、米国食品医薬品局（FDA）5）3）や、欧州医薬品庁（EMA）/ 欧州疾病予防管理センター（ECDC）4）、米国食品医薬品局（FDA）5）

が、5 月から 6 月にかけて相次いで出した声明にも同様にみられる。が、5 月から 6 月にかけて相次いで出した声明にも同様にみられる。

http://www.http://www.lupin-inc.co.jplupin-inc.co.jp


